
 

精華町 新たな子ども・子育て支援制度に関する 

アンケート調査 
（小学校児童用） 

【調査ご協力のお願い】 

 
皆さまには日ごろから町政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

さて、精華町では平成 22 年度に「精華町児童育成計画・次世代育成支援後期行動計画」

を策定するなど、国の示す子育て支援に基づく取り組みを進めてまいりました。そのような

中、平成 24 年 8 月に「子ども・子育て関連 3 法」が制定され、各自治体でも新たな子ども・

子育て支援のための具体的な「事業計画」を策定し、平成 27 年度から全国一斉の実施が予

定されています。 

本町におきましても、事業計画策定の必要から、あらためて住民の皆さまの子育て支援に

関する生活実態やご要望・ご意見などを把握するため、国及び京都府の示す調査様式を参考

として、本調査を実施することとなりました。 

調査対象には、本町にお住まいの小学校に通うお子さん約 1,４00 人を無作為に選ばせて

いただいております。各設問にご回答いただいた内容は、すべて統計的に処理いたします。

また、自由記述の内容についても統計的に処理し、プライバシーに関わる記述が含まれた状

態で公表することは決してございませんので、率直にご回答ください。また、分析結果につ

きましても、精華町や国・京都府の子ども・子育て支援の検討資料としてのみ利用し、他の

目的に利用することは一切ございません。 

つきましては、調査の趣旨をご理解いただき、ご多忙のことと存じますが、ご協力のほど

お願い申し上げます。  

平成 25 年 10 月 

精華町健康福祉環境部子育て支援課 

～ご記入にあたってのお願い～ 

1．特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

2．アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

3．ご回答は、選択肢の番号に○印をつけてお選びいただく場合と数字などをご記入いただく

場合があります。 

4．京都府下で調査内容の整合を図るため、一部の設問には精華町内にはない施設やサービス

などについての質問も含まれておりますが、用語説明等をお読みになってご回答ください。 

5．お選びいただく選択肢数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。また

「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご記入く

ださい。 

6．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制（例：午後6時→18時）でご記入く

ださい。 

7．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印に

従ってご回答ください。特にことわりのない場合は次の設問にお進みください。 

8．ご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて11月15日（金）ま

でに無記名のままご投かんください。 

9．ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、次までお願い致します。 

精華町健康福祉環境部 子育て支援課 電話：（0774）95-1917 



【子育て支援サービスについて】 

 

■ 子どもを預けるサービス    ※すべて平成 25 年４月現在 

種類 概要等 精華町における状況 

認可外保育施設 乳児または幼児を保育することを

目的とする施設で、都道府県知事の

認可を受けていない施設です。 

― 

短期入所生活援助事業 

（ショートステイ） 

保護者が入院や出張、育児疲れなど

の理由で、家庭で子ども（小学校修

了まで）の養育が困難になったとき

等に、児童福祉施設等において一時

的に子どもを預かるサービスです。 

○施設名：京都大和の家（児童養護施設・乳児院） 

○利用期間：原則１泊から６泊７日以内 

      ４時間未満の短時間利用可 

○利用料：１人につき１日０円～5,400 円 

     （所得により変動） 

病児・病後児保育 病気または病気の回復期にある場

合で、集団保育や家庭での保育が困

難な場合において、子どもを一時的

に預かるサービスです。 

○施設名： 

精華町病児・病後児保育室 ひまわり 

○利用料：１回・日あたり 2,200 円 

（在勤者 3,300 円）※別途料金あり 

ファミリー・サポー

ト・センター 

子育てに係る援助を行いたい者と

援助を受けたい者が会員登録し、保

育所までの送迎、外出時の一時預か

り等の助け合いを行うサービスで

す。 

― 

 

■ 地域共生型サービスのイメージ（問３３関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民家等を活用 

・ 「誰もが地域でともに暮らす」を重視 

・ 色々な立場の人が一つの場所で過ごす 

・ 家族のように過ごせる第 2 の我が家 

・ 近所の家に遊びに行く感覚 

・ いつでも誰でも受け入れ可能 

高齢の人 

障害の 

ある人 

乳幼児 

学童 
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封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

 

問１ お住まいの小学校区としてあてはまる番号に○をつけてください。【１つ】  
1 精北小学校 2 川西小学校 3 山田荘小学校 

4 東光小学校 5 精華台小学校 6 わからない（お住まいの自治会名 ） 
 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

 平成 □□年 □□月生まれ 

 

問３ お子さんは何人ですか。人数を数字でご記入ください。 

２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

 子どもの数 □人    末子の生年月 平成 □□年 □□月生まれ 

 
問４ 調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

１ 母親      ２ 父親      ３ その他（          ） 

 

問５ 調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

１ 配偶者がいる（事実婚を含む） ２ 配偶者はいない 

 

問６ 母親、父親の該当する年齢階層をそれぞれ選んで記入してください。 

ひとり親家庭の方は該当する欄のみご記入ください。【１つずつ】 

１ 19 歳以下 ２ 20 歳代 ３ 30 歳代 ４ 40 歳代 

５ 50 歳代 ６ 60 歳以上   

 

母 親  父 親  

 

問７ お子さんとの同居の状況についてあてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

続柄はお子さんからみた関係です。 

１ 父母同居 ２ 父同居(ひとり親家庭) ３ 母同居(ひとり親家庭) ４ 祖父同居 

５ 祖母同居 6 その他（ ） 

 

問８ お子さんの祖父母が近くにお住まいですか。あてはまる番号に○をつけてください。 

近くとは、概ね 30 分以内程度に行き来できる範囲です。【１つ】 

１ 住んでいる        ２ 住んでいない 

 

問９ 子育てを主に行っているのはどなたですか。 

お子さんからみた関係であてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

１ 父母ともに  ２ 主に母親   ３ 主に父親   ４ 主に祖父母  ５ その他（     ） 
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子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。 

 

問 10 お子さんの成長に、大きく影響すると思われる環境に○をつけてください。【すべて】 

１ 家庭   ２ 地域   ３ 小学校   ４ その他（                   ） 

 

問 11 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５ いずれもいない  ⇒問 12 

 

問 11 で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。  

問 11-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況について、あてはまる番号に○をつけてください。 

【1 つ】 

１ 祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安心して子どもをみてもらえる 

２ 祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３ 祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６ その他（                                       ） 

⇒ 問 12 へ 

問 11 で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。 該当しない方⇒問 12 へ 

問 11-2 友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてあてはまる番号に○をつけてください。 

【1 つ】 

１ 友人・知人が子育てに協力してくれ、安心して子どもをみてもらえる 

２ 友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３ 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５ 子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６ その他（                                       ） 

 

問 12 子育てについてお気持ちに一番近い番号に○をつけてください。【１つ】 

１ とても楽しい ２ 楽しい 

３ 少し不安または負担を感じる ４ とても不安または負担を感じる 

５ どちらとも言えない  

問11-1へ 

問11-2へ 
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問 13 お子さんを育てていて、日頃悩んでいること、不安に感じることはどのようなことですか。①お子さん

のこと②保護者のこと、それぞれについてあてはまる番号に○をつけてください。 

① お子さんのこと【すべて】 

１ 病気や発育・発達 ２ 食事や栄養 

３ 育児の方法 ４ 子どもとの時間がとれない 

５ 子どもとの接し方 ６ 子どもの教育や将来の教育費 

７ 友達づきあい（いじめ等を含む） ８ 登校拒否・不登校 

９ 子どもの生活リズムが乱れている 10 その他（ ） 

 

② 保護者のこと【すべて】 

１ 仕事や自分のやりたいことができない ２ 配偶者・パートナーの協力が少ない 

３ 話し相手や相談相手、協力者がいない ４ 保護者同士の交流・つきあいが難しい 

５ 子どもを叱りすぎているような気がする  

６ 子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまう 

７ 地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法がよくわからない 

８ 家族の中での子育て方針の違い ９ 特にない 

10 その他（ ） 

 

問 14 子育てをする上で、気軽に相談できる人、相談できる場所はありますか。 

あてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 祖父母等の親族 ２ 友人や知人 

３ 近所の人 ４ 学校の先生 

５ 学校における教育相談（スクールカウンセラー） ６ 医師など医療関係者 

７ 民生委員・児童委員 ８ 母子福祉推進員 

９ 児童家庭支援センター 10 児童相談所 

11 放課後児童クラブ 12 民間の電話相談 

13 その他（               ） 14 いない／ない 

 

問 15 あなたのご家庭では、ご近所や地域の人々とのお付き合いはどうですか。 

あてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 親しい ２ 付き合いがありやや親しい 

３ 少々付き合いがある ４ 付き合いはほとんどなく、あいさつをする程度 

５ 分からない  

 

問 16 地域での催しにお子さんは参加していますか。あてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 子育て支援サークルの活動 ２ スポーツ活動 

３ 文化・音楽活動 ４ キャンプ等の野外活動 

５ 子ども会等の青少年団体活動 ６ リサイクル等の環境分野での社会貢献活動 

７ その他の活動（ ） 

 

問 17 お子さんの休日や夜間の急な発熱などの急病時には、どのように対応されていますか。 

あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

１ 休日救急診療所に行く ２ かかりつけ医を利用する 

３ 対処方法について電話で相談する ４ その他（              ） 
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お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 

ひとり親家庭の場合は、母親または父親のみお答えください。 

問 18 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

母親、父親それぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。【１つずつ】 

１ フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２ フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３ パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４ パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまで就労したことがない 

※ フルタイムとは、１週５日程度・１日８時間程度の就労をいいます。 
 

母 親  父 親  

 

問 18 で「１」～「４」（就労している）と回答した方にうかがいます。  

就労パターンが一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中

の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 

（１）-1 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。（□内

に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

母 親 １週当たり □日      １日当たり □□時間 

父 親 １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

（１）-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間は、必ず（例）０８時～１７時のように、２４

時間制(30分単位)でお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

母 親 家を出る時刻 □□時□□0 分頃  帰宅時刻 □□時□□0 分頃 

父 親 家を出る時刻 □□時□□0 分頃  帰宅時刻 □□時□□0 分頃 

 

問 18 で「3」「4」（パート・アルバイト等で就労している）と回答した方にうかがいます。  
「１」「２」と回答した方⇒問 21 へ  
 

問 19 フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はありますか。 

母親、父親についてあてはまる番号を選んでください。【１つずつ】 

１ フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

母 親  父 親  

⇒問 21 へ 

問 20 へ 

（１）-1 へ 
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問 18 で「５」「６」（就労していない）と回答した方にうかがいます。 該当しない方⇒問 21 へ 

問 20 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号に○をつけ、該当する□内には数字をご記

入ください（数字は一枠に一字）。 

 

（１）母親【１つ】 

１ 今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ 1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

 →１週当たり □日 １日当たり □□時間 

 

（２）父親【１つ】 

１ 今は子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ 1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

⇒希望する就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

 →１週当たり □日 １日当たり □□時間 
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お子さんの放課後児童クラブの利用についてうかがいます。 

 

問 21 お子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。 

あてはまる番号に○をつけ、それぞれ週当たり日数を数字でご記入ください。（複数回答可） 

また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用している時間も□内に数字でご記入ください。また、土日

の利用状況もお答えください。時間は必ず（例）17 時のように 24 時間制でご記入ください（数字は一

枠に一字）。 

「精華まなび体験教室」…地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活

動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できま

す。精華町では月１回程度、校区ごとに実施しています。 

「放課後児童クラブ」…地域によって学童保育とも呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない場合な

どに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定

の利用料がかかります。 

 

1 年間の対処方法 日数 

１ 自宅 週  日 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週  日 

３ 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週  日 

４ 精華まなび体験教室 月  日 

５ 放課後児童クラブ〔学童保育〕    

  週  日 下校から   時まで 
         

うち土曜日・日曜日の利用 1. ある 2. ない 
         

６ その他（公園など） 週  日 

 

 

問 21 で「放課後児童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 該当しない方は問 24 へ 

 

問 22 利用している理由について、あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、 

１ 現在就労している ２ 就労予定がある／求職中である 

３ 家族・親族などを介護しなければならない ４ 病気や障がいがある 

５ 学生である ６ その他（               ） 

 

問 23 放課後児童クラブに対してどのように感じておられますか。あてはまる番号に○をつけてください。【1 つ】 

１定員を増やしてほしい ２ 利用時間を延長してほしい 

３ 施設・設備を改善してほしい ４ 指導内容を工夫してほしい 

５ その他（               ） ６ 現在のままでよい⇒問 26 へ 
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問 21 で「放課後児童クラブ」以外を選ばれた方にうかがいます。 該当しない方は問 26 へ 

問 24 利用していない理由について、あてはまる番号に○をつけてください。【1 つ】 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、 

１ 現在就労していないから 

２ 就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから 

３ 就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから 

４ 就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから 

５ 就労しているが、放課後児童クラブの開所時間が短いから 

６ 就労しているが、利用料がかかるから 

７ 就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

８ 就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９ 就労しているが、他の施設に預けているから 

10 その他（                                   ） 

 

問 25 お子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいとお考えですか。あてはまる番号に○をつけ

てください。（時間は、必ず 24 時間制で記入してください）。【1 つ】 

１ 利用したい    

①1日あたり  時間  （  時～  時）  

         

②土曜日・日曜日の利用 1. ある 2. ない 
         

1 日あたり  時間  （  時～  時）   
         

２ 今後も利用しない ⇒問 26 へ 

 

問 25 で「利用したい」を選ばれた方にうかがいます。 該当しない方⇒問 26 へ 

問 25-1 利用したい理由について、もっともあてはまる番号に○をつけてください。 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、 

１ 現在就労している ２ 就労予定がある／求職中である 

３ そのうち就労したいと考えている ４ 家族・親族などを介護しなければならない 

５ 病気や障がいがある ６ 学生である／就学したい 

７ 就労していないが、子どもの教育などのために 

預けたい 
８ その他（               ） 

すべての方にうかがいます。  

問 26 精華町では、月１回程度、校区ごとに「精華まなび体験教室」を実施していますが、その利用意向はあ

りますか。あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 
    

１ 意向がある →月  日くらい 

２ 意向がない 3 利用できる放課後子ども教室がない 

「精華まなび体験教室」…地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活

動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用でき

ます。精華町では月１回程度、校区ごとに実施しています。 

問 27 小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。 

あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 
   

１ 放課後児童クラブを利用したい  →小学校  年生まで利用したい 

２ 精華まなび体験教室を利用したい ３ クラブ活動など習い事をさせたい 

４ 利用を希望するサービスは特にない ５ その他（              ） 
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お子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 
 

問 28 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。 

  １ あった      ⇒ 問 28-1 へ       ２ なかった  ⇒ 問 29 へ 
  

  
問28-1 お子さんが病気やけがで幼稚園、保育所などを休んだ場合に、この１年間に行った対応としてあては

まる記号に○をつけ、それぞれのおおよその日数も□内に数字でご記入ください（半日程度の対応の

場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字）。 【すべて】 

1 年間の対応 日数 

ア 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた 
   日 

イ 父親が休んだ 
   日 

ウ 母親が休んだ 
   日 

エ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 
   日 

オ 病児・病後児の保育を利用した 
（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 

   日 

カ ベビーシッターを利用した 
   日 

キ 子どもだけで家にいた 
   日 

ク その他（ ） 
   日 

 

問 28-1 で「イ」「ウ」のいずれかに回答した方にうかがいます。 
 

問 28-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。あてはまる

番号に○をつけ、日数についても□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。なお、病児・

病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要とな

ります。 

１ できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ □□日 ⇒ 問 28-3 へ 

２ 利用したいとは思わない ⇒ 問 28-4 へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28-2 で「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 28-3 上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの形態が望ましいと思われますか。あてはまる番号

に○をつけてください。【すべて】 

１ 他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設したもの 

２ 小児科に併設したもの 

３ 地域住民等が保育するもの（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４ その他（            ）  

⇒ 問 29 へ 

【精華町内の病児病後児保育】 

精華町病児・病後児保育室「ひまわり」（学研都市病院介護老人保健施設とちのき6階） 

（利用料金） 通常保育：1回・日2200円（在勤者は1回・日3300円） 

（定員） 4人/日 

（時間） 月～土曜日 午前8時～午後6時 

詳細は精華町病児・病後児保育室「ひまわり」へお問い合わせください。（電話: 0774-93-1226） 

問 28-1 へ 

問 28-5 へ 

問 29 へ 
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問 28-２で「利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 28-4 そう思われる理由について当てはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 親が仕事を休んで看るのが当然と思うから 

２ 親が休むことができるから 

３ 地域住民等が保育するもの（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４ 地域の事業の質に不安がある 

５ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時日数など）がよくない 

６ 利用料がかかる・高い 

７ その他（                                       ） 

⇒ 問 29 へ 

  
問 2８-1 で「エ」から｢ク｣のいずれかに回答した方にうかがいます。 該当しない方⇒問 29 へ 
 

問 28-5 その際、仕事が休めたら、何日仕事を休んで看たいと思われましたか。「エ」から「ク」の日数のう

ち仕事を休んで看たかったおおよその日数について数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

できれば仕事を休んで看たかった日数 ⇒ □□ 日   
  
 

問 28-6 休んで看ることができなかった理由についてあてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 仕事が忙しくて休めない ２ 子どもの看護を理由に休みがとれない 

３ 自営業なので休めない ４ 休暇日数が足りないので休めない 

５ その他（                ） 

 

 

宛名のお子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます。 
 

問29 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労など）により、お子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった

場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対応として当てはまる番号に○をつけ、それぞれの日

数も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 【すべて】 

 １年間の対応 日数 

１ あった 
ア. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった □□ 泊 

 イ. 
短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用し

た（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） □□ 泊 

 
ウ. 

イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッタ

ー等）を利用した □□ 泊 

 
エ. 子どもを同行させた □□ 泊 

 
オ. その他（                  ） □□ 泊 

２ なかった  

※ 選択肢のサービスの内容は表紙裏の説明をご参照ください。 
 

問 29 で「あった ア.(同居者を含む)親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。 

該当しない方⇒問 30 へ 
 

問 29-1 その場合、頼みやすかったですか。あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

１ 大変頼みにくい     2 どちらかというと頼みにくい     3 頼みやすい 

問 30 へ 
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子育て支援対策の全般についてうかがいます。 
 

問 30 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についてあてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

満足度が低い    満足度が高い 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

問 31 あなたにとって望ましい子育て支援施策は何ですか。あてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 仕事と家庭の両立支援と働き方の見直しの促進 

２ 子育てにおける経済的負担の軽減 ３ 子育てのための安心、安全な環境整備 

４ 地域における子育て支援 ５ 妊娠・出産の支援 

６ 自立し、たくましい心を持った子どもの育成 

７ 子どもの健康の支援 

８ 生命の大切さ、家庭の役割についての理解の促進 

９ その他（                                      ） 

10 特にない 11 わからない 

 

問 32 子育てに必要な施策などの情報をどのように入手されていますか。 

あてはまる番号に○をつけてください。【すべて】 

１ 市町村の広報やパンフレット ２ 保健センターなどの市町村の機関 

３ インターネット ４ 子育て雑誌 

５ テレビ、ラジオ、新聞 ６ 友人・知人 

７ 隣近所・地域の人 ８ 小学校 

９ 情報の入手先がない 10 情報の入手手段がわからない 

 

問 33 小規模で家庭的な雰囲気の中、子ども・高齢・障がいのある人などを問わない地域の居場所づくりとし

て地域共生型の取り組みが進められています。このような取り組みを精華町でも行うとしたらどのよう

に思われますか。あてはまる番号に○をつけてください。【１つ】 

1 今、利用している保育等のサービスに代えて利用したい 

2 現在は保育等のサービスを利用していないが、地域共生型は利用したい 

3 特に利用したくない 

※ 地域共生型のサービスについては表紙裏の説明をご参照ください。 

 

問 34 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、 

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきありがとうございました。  

切手は貼らずにご記入いただいた調査票を同封の返信用封筒に入れ、ポストへ投函してください。 

 


